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代表理事組合長

福吉　秀一

常勤監事

窪田　茂穂
管理・経済担当常務

中川路　慎

信用・共済担当常務

濵﨑 正人

本
年
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す

【
理
事
】

仮
屋
﨑
義
弘

島
﨑
　
一
幸

髙
﨑
　
知
一

水
迫
　
智
弘

田
中
　
喜
巳

西
元
　
弘
行

岡
元
　
和
人

福
里
　
　
彰

東
川
　
勝
広

迫
中
　
誠
一

伊
瀬
知
省
一

満
永
　
郁
郎

雪
丸
あ
ゆ
み

永
吉
ゆ
り
か

蓮
子
さ
ゆ
り

【
監
事
】

石
坂
　
照
義

栫
山
　
俊
孝

下
川
　
良
二

濵
薗
　
　
徹

前
畠
　
修
一

新
保
　
健
一

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家

族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
平
素
よ
り
皆
様
か
ら
格
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
31
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
新
役

員
が
選
任
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
同
様
「
組
合
員
と
の
対
話
」
に
基

づ
く
自
己
改
革
に
引
続
き
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
わ
が
国
は
多
く
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年

と
な
り
ま
し
た
。
元
日
の
石
川
県
能
登
半
島
を
震
源
と
す
る
最

大
震
度
７
の
地
震
に
よ
り
、
人
的
・
建
物
倒
壊
に
よ
る
大
規
模

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
復
興
の
兆
し
が
見
え
て
き

た
９
月
に
は
奥
能
登
地
方
に
お
い
て
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
多
発

し
、
激
甚
災
害
へ
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
に
は
日
向
灘
で
最

大
震
度
６
弱
を
観
測
し
た
こ
と
か
ら
、
気
象
庁
は
南
海
ト
ラ
フ

地
震
発
生
リ
ス
ク
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
管
内
に
お
い
て
も
６
月
の
梅
雨
時
期
に
線
状
降
水
帯
が
発

生
し
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
し
た
ほ
か
、
８
月
末
の
台
風
10
号

到
来
に
よ
り
農
業
施
設
・
建
物
被
害
や
野
菜
・
果
樹
な
ど
農
作

物
に
も
被
害
が
お
よ
び
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
対

し
ま
し
て
は
、
謹
ん
で
御
見
舞
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
世
界
で
は
、
未
だ
に
終
息
を
見
な
い
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
さ
ら
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
（
ガ

ザ
地
区
）
で
の
戦
闘
激
化
に
よ
り
近
隣
諸
国
を
巻
き
込
む
な
ど
、

中
東
情
勢
は
一
段
と
緊
迫
し
て
い
る
状
況
で
す
。
長
期
化
す
れ

ば
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
資
源
を
中
東
地
域
に
依
存
す
る
我
が
国

に
と
っ
て
経
済
的
な
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
私
た
ち
の
生
活
に

も
直
接
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
事
か

ら
、
食
料
自
給
率
の
低
下
や
国
内
外
の
食
料
を
巡
る
リ
ス
ク
の

高
ま
り
を
受
け
、
食
料
安
全
保
障
の
確
立
を
基
本
理
念
と
す
る

「
改
正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
が
国
会
で
成
立
し
ま
し

た
。
生
産
基
盤
の
維
持
・
強
化
に
向
け
た
取
組
み
へ
の
改
正
で

あ
り
、
持
続
的
な
食
料
供
給
を
考
え
る
上
で
「
持
続
的
な
供
給

に
要
す
る
合
理
的
な
費
用
」
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
農
産
物
の

適
正
な
価
格
形
成
と
な
り
国
内
農
業
の
生
産
基
盤
の
強
化
を
本

格
化
す
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
、
通
常
国
会
に
お
い
て
、

農
産
品
・
食
品
の
価
格
形
成
の
仕
組
み
を
作
る
た
め
の
法
案
が

提
出
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
第
30
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
に
お
い
て
「
組
合

員
・
地
域
と
と
も
に
食
と
農
を
支
え
る
協
同
の
力
～
協
同
活
動

と
総
合
事
業
の
好
循
環
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
食
料
安

全
保
障
へ
の
貢
献
を
重
視
し
次
世
代
の
担
い
手
や
農
業
者
へ
の

支
援
に
よ
り
、
生
産
基
盤
を
支
え
農
業
所
得
増
大
や
国
産
農
産

物
の
安
定
供
給
を
実
現
し
、
組
合
員
の
暮
ら
し
の
充
実
や
地
域

の
活
性
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
貢
献
す
る
こ
と
を
決
議

し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
は
国
連
が
「
国
際
協
同
組
合
年
」
と
制
定
し
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
国
連
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
S
D
G
s
）
の
達
成
に
お
い
て
、
協
同
の
力
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
大
切
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、

「
組
合
員
（
農
業
者
）
の
収
入
拡
大
・
コ
ス
ト
抑
制
対
策
」「
組

合
員
の
結
集
力
強
化
戦
略
の
実
践
」「
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
確
立
」

を
基
軸
と
し
た
第
12
次
中
期
３
ヶ
年
計
画
を
策
定
し
、
各
事
業

を
着
実
に
遂
行
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
組
合
員
・
利
用
者
に
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

を
念
頭
に
、
安
定
的
な
事
業
運
営
と
健
全
な
経
営
を
目
指
す
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

と
と
も
に
、
引
き
続
き
更
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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1941年

2024 年はどのような１年でしたか？
暑さと長雨で病害虫が発生し、グリーンボールと秋カボチャなどが被害を
受け、収量減となり、実感として農業経営は厳しい年になったと思います。
現在は息子に経営を譲り、一緒に農業に取り組んでいます。家族と
ともに過ごせることはいいことですし、農作業で動くことは運動にもな
るので健康の秘訣でもありますね。

Q
A

Q
A

前田　猛 さん
ま え だ　　たけし山川地区

野菜農家

2025 年はどのような年にしたいですか？
周りの方や家族の健康を願うとともに、元
気に農業を続けていきたいですね。資材
高騰などで経営が苦しい状況ですので、
農作物の市場価格が安定し、農家の生
活向上につながる年になってほしいです。

巳年生まれ農家特集

1953年

2024年はどのような１年でしたか？
特に暑さが厳しい年でした。就農して20年間、小松菜など
を1年中出荷できるようハウスで栽培していますが、気温の
高い日が続き生育に大きな影響がありました。毎年条件が
違い農業を続けることは大変ですが、20年前に就農して
から農業に対する楽しさは未だ尽きることはありませんね。

Q
A

Q
A

永野　和弘 さん
ながの　　　 かずひろ喜入地区

野菜農家

2025 年はどのような年にしたいですか？
安心安全な農産物の出荷をこれからも続けたいで
す。現在息子と一緒に農業をしていて、次の世代や
その先の世代にも農業という仕事の魅力が伝わるよ
う頑張っていきたいです。

1965年

2024年はどのような１年でしたか？
茶の値段が不安定なことに加え、異常気象が重なるなど、とても
厳しい環境に置かれた１年だったなと思います。 猛烈で長い夏
の暑さ、短い秋と急激な冷え込みなど、様変わりする天候への
対応が大変でした。10月末には、植え付けたダイコンが突風被
害に遭い、根が切れてしまうという苦しい思いをしました。
一方、私生活は家族みんなが健康だったので、１年を無事過ごせ
たことに安堵しています。

Q
A

Q
A満永　郁郎 さん

みつなが　　　いくろう頴娃地区
茶・野菜農家

2025 年はどのような年にしたいですか？
有機茶の栽培に取り組み始めました。諸外国で
の需要や有機茶の認知度などを踏まえ、付加価
値づくりと品質向上に励みたいです。３年後に
は、面積を８０アールまで広げようと思います。
また、農業の大切さを伝える活動に参加してい
きたいです。物価高騰や需要と供給のバランス
の変化で、国産農産物の大切さを見直す機会が
増えているのではないかと思います。ＪＡ事業へ
の参画をはじめ、消費者が農業を学ぶきっかけ
づくりに携わり、生産者と消費者が楽しく交流で
きる取り組みが出来たらいいなと考えています。

1953年

2024年はどのような１年でしたか？
現在、指宿市農産加工組合の組合長をしております。いつ
も皆様には多大なご協力をいただきお礼申し上げます。今
年で加工組合が５０周年を迎えました。オクラ漬けの作業も
組合員の高齢化に加えて人手不足もあり大変ですが、座
骨神経痛を抱えながらも頑張った年でした。

Q
A

Q
A澤山　和子 さん

さわやま　　　 かずこ指宿地区
野菜農家

2025 年はどのような年にしたいですか？
いろいろな方にオクラ漬を知ってもらいたいです。
オクラ漬を贈り物にしたりお土産に活用してもらう
ことで指宿の特産物であるオクラをＰＲできます
し、加工組合を続けていける原動力になります。
今まで組合長として使命感をもって頑張ってきまし
たが、これからも加工組合が続くように頑張って
いきたいです。

1977年

2024年はどのような１年でしたか？
とにかく災害に悩まされた年でした。１１月はグリーンボールの収穫が始
まりましたが、小玉の傾向が強いなど課題も多いと感じました。
現在はＪＡいぶすきの葉茎菜部会の役員をしており、ＪＡ管内外の生産
者とも交流したことで人の輪が広がりました。農業に関する情報交換な
どができ、とても勉強になった年でもあります。

Q
A

Q
A

岡野　圭佑 さん
おかの　　　 けいすけ山川地区 

野菜農家

2025 年はどのような年にしたいですか？
役員を経て交流で広まった人の輪や、地
元生産者などまわりの方と協力して鹿児
島県の農業をもっと盛り上げていけるよ
う努力を重ねるとともに、勉強していき
たいです。

1989年

2024年はどのような１年でしたか？
昨年は異常気象に振り回された１年だったなと思います。夏の暑さが厳
しく、これまでに体験したことがない位、大量の虫が発生しました。いつも
の管理作業では駆除が追い付かず、精神的に参りそうになりましたね。
雨も降り方が極端で、正直「こんな降り方されても困る」ということが
度々ありました。

Q
A

Q
A飯山　省平 さん

頴娃地区
茶・野菜農家

2025 年はどのような年にしたいですか？
異常気象はもはや毎年起こるものだと思
います。気候に左右されないよう様々な
アクシデントを想定し、しっかりと経営計
画を立てて農業に励みたいです。
また年男として、例年以上に農作業を頑
張りたいと思っています。心身を健やか
に保ち、平穏無事で充実した１年にした
いです。

いいやま　　 しょうへい
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農
家
に
訊
く

Ｑ
１
．
普
段
の
作
業
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

Ａ
１
．
基
本
的
に
は
一
人
で
作
業
し
て
い

ま
す
。
１
月
か
ら
３
月
ま
で
は
茶
畑
の
管
理

作
業
で
肥
料
や
農
薬
を
散
布
な
ど
を
し
ま
す
。

４
月
か
ら
10
月
は
黒
い
被
覆
シ
ー
ト
を
掛
け

た
り
す
る
ほ
か
収
穫
な
ど
様
々
な
作
業
が
あ

り
ま
す
の
で
、
妻
や
母
も
作
業
に
加
わ
り
ま

す
。
天
候
な
ど
に
よ
っ
て
被
覆
作
業
を
調
整

し
た
り
な
ど
多
く
の
作
業
が
あ
り
ま
す
が
、

お
い
し
い
お
茶
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
る

こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
．
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

な
ん
で
す
か
？

Ａ
２
．
実
家
が
祖
父
の
こ
ろ
か
ら
農
業
を

し
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
す
が
、

祖
父
や
父
が
お
茶
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
姿

を
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
見
て
い
て
、
自
分
も
将

来
は
お
茶
づ
く
り
が
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
３
．
日
々
の
作
業
の
中
で
大
切
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
教
え

く
だ
さ
い

Ａ
３
．
就
農
し
て
か
ら
毎
日
欠
か
さ
ず
日

誌
を
つ
け
て
い
ま
す
。
家
族
と
の
時
間
を
大

切
に
し
た
い
の
で
、
過
去
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
作
業
計
画
を
立
て
効
率
よ
く
作
業
が
出
来

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
日
ご
ろ
か

ら
朝
と
夕
方
の
茶
畑
の
見
回
り
で
成
長
の
変

化
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
ね
。
ま
た
、
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
地
図
で
畑
の
作
業
が

ど
こ
ま
で
で
き
て
い
る
か
を
『
見
え
る
化
』

し
、
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
４
．
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
何
で

す
か
？

Ａ
４
．
４
月
の
１
番
茶
収
穫
の
時
期
に
雨

が
降
り
続
け
、
日
照
時
間
が
例
年
に
な
く
短

く
な
り
、
収
量
や
品
質
低
下
と
な
り
ま
し
た
。

就
農
し
て
20
年
お
茶
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す

が
今
年
初
め
て
の
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
自

然
と
向
き
合
う
農
業
の
難
し
さ
を
知
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
５
．
農
家
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

う
事
は
何
で
す
か
？

Ａ
５
．
市
場
中
心
の
生
産
経
営
だ
け
な
く
、

企
業
同
士
や
お
客
さ
ん
相
手
の
営
業
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
企
業
や
消
費
者
の
方
々

か
ら
自
分
が
努
力
し
て
作
っ
た
お
茶
に
「
お

い
し
い
」
と
い
う
言
葉
や
評
価
を
直
接
い
た

だ
く
こ
と
が
良
か
っ
た
と
感
じ
て
、
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
６
．
今
後
の
抱
負
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
教
え
く
だ
さ
い

Ａ
６
．
３
年
前
に
シ
ン
グ
ル
オ
リ
ジ
ン
茶

（
同
じ
農
園
で
栽
培
さ
れ
た
単
一
品
種
の
お

茶
）
の
日
本
茶
専
門
店
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
丹
精
込
め
て
作
っ
た
お

茶
を
国
内
だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
や
ス
ロ

バ
キ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
海
外
に
も
販

売
し
て
い
ま
す
。
海
外
は
も
と
も
と
紅
茶
文

化
が
あ
る
お
か
げ
で
日
本
茶
に
も
親
し
み
を

も
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
多
い
で
す
が
、
日
本

茶
の
中
で
も
ほ
う
じ
茶
人
気
が
高
く
、
そ
こ

か
ら
緑
茶
へ
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
今
後
も
日
本
茶
フ
ァ
ン

を
増
や
せ
る
よ
う
に
良
い
お
茶
づ
く
り
に
努

め
て
、
地
域
を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
き
、

次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

南九州市えい地区

永
ながやま

山　和
かずひろ

博さん（46歳）

プロフィール― ―――――――――――

高校を卒業後に静岡県にあるお茶の専門
学校で２年間学び、製茶メーカーで４年
間務める。24歳の時に就農し、30代で
実家の農業経営を引き継ぐ。就農して22
年目で、現在はえい地区で６ヘクタール
の茶を栽培している。

茶畑の様子を確かめる永山さん
JA MAGAZINE NANOHANA
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年金友の会 グラウンドゴルフ大会開く年金友の会 グラウンドゴルフ大会開く

優勝
準優勝
３位
４位

つばめチーム（指宿地区）
小長田・馬渡チーム（えい地区）
指宿南部友の会チーム（指宿地区）
猿の子チーム（指宿地区）

大会結果！

　ＪＡは10月23日、 指宿市のふれあいプラザなのはな館芝生

広場で、 年金友の会グラウンドゴルフ大会を開きました。ＪＡ管内

の年金友の会会員 160 人が参加し、 32 チームに分かれてプ

レーしました。 参加者は秋の訪れを感じながら、 持てる技術を思

い思いに発揮しプレーを楽しみました。

　大会成績上位の４チームは、 11 月 27 日に鹿児島市のかごし

ま健康の森公園で開かれる県大会に出場しました。

　大会結果は以下の通り。
プレーを楽しむ年金友の会会員

優勝したつばめチーム（指宿地区）の皆さん

ＪＡ女性部
JA WOMEN'S CLUB

ＪＡグループ鹿児島は 11月 2日、鹿児島市の県政記念公園でＪＡアグリ博を開きました。県内ＪＡ、
県連合会から農畜産や加工品などが揃い、多くの来場者が訪れにぎわいました。
ＪＡいぶすきもブースを設置し、サツマイモ、キャベツ、オクラ、観葉植物などを販売を行いイベン

トを盛り上げました。販売ブースに参加したＪＡいぶすき販売課の山本健瑠職員は「天候が心配だった
が、沢山のお客様に買ってもらうことが出来た。これから秋冬野菜の本
番となるので、イベントなどでＪＡ管内の農畜産物の魅力をアピールし
て行きたい。」と今後の意欲を語りました。ＪＡアグリ博は３年毎に開か
れ、県内の農畜産物が一堂に集まるイベントとなっています。

ＪＡグループ鹿児島は 11月 2日、鹿児島市の県政記念公園でＪＡアグリ博を開きました。県内ＪＡ、
県連合会から農畜産や加工品などが揃い、多くの来場者が訪れにぎわいました。
ＪＡいぶすきもブースを設置し、サツマイモ、キャベツ、オクラ、観葉植物などを販売を行いイベン

トを盛り上げました。販売ブースに参加したＪＡいぶすき販売課の山本健瑠職員は「天候が心配だった
が、沢山のお客様に買ってもらうことが出来た。これから秋冬野菜の本
番となるので、イベントなどでＪＡ管内の農畜産物の魅力をアピールし
て行きたい。」と今後の意欲を語りました。ＪＡアグリ博は３年毎に開か
れ、県内の農畜産物が一堂に集まるイベントとなっています。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
10
月
９
日
、指
宿
市
の
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
の
は
な
館
で
ク
ッ
キ
ン

グ
フ
ェ
ス
タ
を
開
き
ま
し
た
。応
募
の
あ
っ

た
約
15
人
が
参
加
し
、サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ

た
料
理
や
菓
子
を
調
理
し
ま
し
た
。子
育
て

世
代
の
女
性
を
対
象
に
開
き
、子
ど
も
連
れ

の
希
望
者
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
別
室
で

の
託
児
受
付
も
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
に
鹿
屋
市
の
南
風
ガ
ー
デ
ン
の
森

田
圭
子
氏
を
招
き
、県
内
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ

を
使
用
し
て
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
や
角
切

り
芋
が
入
っ
た
カ
ン
ト
リ
ー
ビ
ス
ケ
ッ
ト

を
調
理
し
ま
し
た
。

クッキングフェスタ開催！
　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
11
月
21
日
、南

九
州
市
の
Ａ
コ
ー
プ
え
い
店
２
階

で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
を
開

き
ま
し
た
。同
部
員
や
役
職
員
約

10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
ヒ
バ
の
葉
や
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
を
使
い
、参
加
者
は
思
い

思
い
に
リ
ー
ス
に
花
な
ど
を
飾
り

付
け
、最
後
に
大
き
な
リ
ボ
ン
を

つ
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

クリスマスリース作り

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
10
月
８
日
、鹿

児
島
市
役
所
喜
入
支
所
２
階
で
、

継
承
料
理
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

同
部
員
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
季
節
の
野
菜
を
使
っ
た
汁
物

に
団
子
を
加
え
た
「
か
ね
ん
す

い
」と
昔
な
が
ら
の
お
や
つ
「
ま

る
ぼ
う
ろ
」を
調
理
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員
は
「
簡
単
で
懐

か
し
い
味
が
す
る
。ま
た
家
で
も

作
り
た
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

昔ながらの料理を学ぶ！・継承料理教室

サツマイモがはいった
　　　ビスケット作りをする参加者

オクラスターと県内ＪＡキャラクターがコラボ！

調理した継承料理を楽しむ参加者

クリスマスリース作りに参加する女性部員

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
Ｊ
Ａ
ブ
ー
ス

ＪＡアグリ博で
　　「いぶすき」の魅力をアピール！
ＪＡアグリ博で
　　「いぶすき」の魅力をアピール！
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ＪＡ女性部
JA WOMEN'S CLUB

ＪＡグループ鹿児島は 11月 2日、鹿児島市の県政記念公園でＪＡアグリ博を開きました。県内ＪＡ、
県連合会から農畜産や加工品などが揃い、多くの来場者が訪れにぎわいました。
ＪＡいぶすきもブースを設置し、サツマイモ、キャベツ、オクラ、観葉植物などを販売を行いイベン

トを盛り上げました。販売ブースに参加したＪＡいぶすき販売課の山本健瑠職員は「天候が心配だった
が、沢山のお客様に買ってもらうことが出来た。これから秋冬野菜の本
番となるので、イベントなどでＪＡ管内の農畜産物の魅力をアピールし
て行きたい。」と今後の意欲を語りました。ＪＡアグリ博は３年毎に開か
れ、県内の農畜産物が一堂に集まるイベントとなっています。

ＪＡグループ鹿児島は 11月 2日、鹿児島市の県政記念公園でＪＡアグリ博を開きました。県内ＪＡ、
県連合会から農畜産や加工品などが揃い、多くの来場者が訪れにぎわいました。
ＪＡいぶすきもブースを設置し、サツマイモ、キャベツ、オクラ、観葉植物などを販売を行いイベン

トを盛り上げました。販売ブースに参加したＪＡいぶすき販売課の山本健瑠職員は「天候が心配だった
が、沢山のお客様に買ってもらうことが出来た。これから秋冬野菜の本
番となるので、イベントなどでＪＡ管内の農畜産物の魅力をアピールし
て行きたい。」と今後の意欲を語りました。ＪＡアグリ博は３年毎に開か
れ、県内の農畜産物が一堂に集まるイベントとなっています。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
10
月
９
日
、指
宿
市
の
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
の
は
な
館
で
ク
ッ
キ
ン

グ
フ
ェ
ス
タ
を
開
き
ま
し
た
。応
募
の
あ
っ

た
約
15
人
が
参
加
し
、サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ

た
料
理
や
菓
子
を
調
理
し
ま
し
た
。子
育
て

世
代
の
女
性
を
対
象
に
開
き
、子
ど
も
連
れ

の
希
望
者
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
別
室
で

の
託
児
受
付
も
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
に
鹿
屋
市
の
南
風
ガ
ー
デ
ン
の
森

田
圭
子
氏
を
招
き
、県
内
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ

を
使
用
し
て
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
や
角
切

り
芋
が
入
っ
た
カ
ン
ト
リ
ー
ビ
ス
ケ
ッ
ト

を
調
理
し
ま
し
た
。

クッキングフェスタ開催！
　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
11
月
21
日
、南

九
州
市
の
Ａ
コ
ー
プ
え
い
店
２
階

で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
を
開

き
ま
し
た
。同
部
員
や
役
職
員
約

10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
ヒ
バ
の
葉
や
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
を
使
い
、参
加
者
は
思
い

思
い
に
リ
ー
ス
に
花
な
ど
を
飾
り

付
け
、最
後
に
大
き
な
リ
ボ
ン
を

つ
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

クリスマスリース作り

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
10
月
８
日
、鹿

児
島
市
役
所
喜
入
支
所
２
階
で
、

継
承
料
理
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

同
部
員
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
季
節
の
野
菜
を
使
っ
た
汁
物

に
団
子
を
加
え
た
「
か
ね
ん
す

い
」と
昔
な
が
ら
の
お
や
つ
「
ま

る
ぼ
う
ろ
」を
調
理
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員
は
「
簡
単
で
懐

か
し
い
味
が
す
る
。ま
た
家
で
も

作
り
た
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

昔ながらの料理を学ぶ！・継承料理教室

サツマイモがはいった
　　　ビスケット作りをする参加者

オクラスターと県内ＪＡキャラクターがコラボ！

調理した継承料理を楽しむ参加者

クリスマスリース作りに参加する女性部員

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
Ｊ
Ａ
ブ
ー
ス

ＪＡアグリ博で
　　「いぶすき」の魅力をアピール！
ＪＡアグリ博で
　　「いぶすき」の魅力をアピール！

グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル出

荷
は
じ
ま
る
！

Ａ
管
内
で
11
月
４
日
、
令
和
６
年
度
産
グ
リ
ー
ン

ボ
ー
ル
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
管
内
の
山
川
地
区
で
は
11
月
上
旬
か
ら
出
荷
が
始
ま

り
、
５
月
ま
で
続
く
見
込
み
で
す
。
契
約
出
荷
を
中
心
に
、

九
州
か
ら
関
東
ま
で
幅
広
い
地
域
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
ボ
ー
ル
は
丸
玉
キ
ャ
ベ
ツ
の
一
種
で
、
葉
の
肉
厚
さ

と
、
生
で
も
感
じ
ら
れ
る
甘
さ
が
特
徴
で
す
。
Ｊ
Ａ
山
川
葉

茎
菜
部
会
で
は
６
年
度
、
共
販
面
積
８
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

共
販
量
３
０
０
ト
ン
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
農
産
課
の
二
階
堂
指
導
員
は

「
今
年
は
害
虫
の
発
生
が
例
年
よ
り
多
く
生
産
者
は
薬
剤
防

除
に
大
変
苦
慮
し
て
い
た
が
、
順
調
に
収
穫
も
進
ん
で
い
る
。

高
品
質
な
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
を
出
荷
で
き
る
よ
う
生
産
者
と

連
携
を
図
り
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
を
収
穫
す
る
Ｊ
Ａ
山
川
葉
茎
菜
部
会
の
岡
野
圭
佑
部
会
長

J

㈱
髙
田
畜
産
が
一
席
獲
得
！

い
ぶ
す
き
第
５
回
枝
共

Ａ
は
11
月
15
日
、
㈱
Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
南
薩
工
場

で
、
令
和
６
年
度
第
５
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
肉
牛
枝
肉

共
進
会
を
開
き
ま
し
た
。
管
内
か
ら
49
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
１
席
を
㈱
髙
田
畜
産
、
２
席
を
㈲
大
川
畜
産
、
３
席
を

㈲
西
元
フ
ァ
ー
ム
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
賞
を
東
川
勝
広
さ

ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
賞
に
お
い
て
は
経
営
賞
・
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ａ
賞
を
㈲

西
元
フ
ァ
ー
ム
、
つ
く
り
賞
（
ロ
ー
ス
芯
）
を
㈲
大
川
畜
産

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

出
品
牛
は
平
均
で
枝
肉
重
量
５
０
９
・
０
キ
ロ
、
ロ
ー
ス

芯
面
積
75
・
０
平
方
セ
ン
チ
、
ば
ら
の
厚
さ
８
・
５
セ
ン
チ
、

皮
下
脂
肪
２
・
２
セ
ン
チ
、
脂
肪
交
雑
10
・
７
で
、
５
等

級
の
出
現
率
は
95
・
９
％
と
高
く
、
４
等
級
以
上
率
は
１
０

０
％
で
し
た
。

J枝
肉
を
検
品
す
る
㈱
髙
田
畜
産
経
営
者
の
髙
田
浩
介
さ
ん
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
へ
・
山
川
高
校
で
試
飲
会

Ａ
は
10
月
21
日
、
鹿
児
島
県
立
山
川
高
等
学
校
で
Ｊ
Ａ

が
販
売
す
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け

た
試
飲
会
を
開
き
ま
し
た
。
同
高
校
の
生
徒
や
教
職
員
45
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
県
内
Ｊ
Ａ
茶
生
産
地
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
を

試
飲
し
、
飲
み
や
す
さ
や
好
み
の
味
わ
い
を
比
較
し
ま
し
た
。

　

よ
り
親
し
み
や
す
い
製
品
づ
く
り
に
向
け
て
同
高
校
で
試
飲

会
を
開
き
、
幅
広
い
年
代
の
意
見
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

試
飲
に
参
加
し
た
生
徒
は
「
味
わ
い
や
苦
味
の
種
類
が
全
然
違

い
、
選
ぶ
の
に
悩
ん
だ
。」「
自
分
が
飲
み
や
す
い
お
茶
を
意
識

し
て
選
ん
だ
。」
と
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

え
い
地
区
は
温
暖
な
気
候
と
豊
富
な
水
資
源
を
生
か
し
、
全

国
有
数
の
茶
生
産
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
Ｊ
Ａ
で
は
特
産
の
茶

を
使
用
し
て
、
平
成
17
年
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
販
売
開
始
か
ら
同
じ
抽
出
方
法
で
生
産
し
て
い
ま
し

た
が
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
た
こ
と
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
計
画
し
、
７
年
度
の
販
売
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
茶
業
セ
ン
タ
ー
の
有
馬
指
導
員
は
「
協
力
し
て
く
れ
た

山
川
高
等
学
校
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
。
寄
せ
ら
れ
た
意

見
を
参
考
に
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
の
生
産
に

つ
な
げ
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

Jペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
を
試
飲
す
る
山
川
高
校
生
の
生
徒
ら

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
を
試
飲
す
る
山
川
高
校
生
の
生
徒
ら

え
ん
ど
う
類

出
荷
販
売
対
策
会
議
を
開
催
！

Ａ
野
菜
部
会
協
議
会
え
ん
ど
う
部
会
は
10
月
22
日
、

山
川
大
山
の
Ｊ
Ａ
旧
本
所
経
済
で
令
和
６
年
度
産
え

ん
ど
う
類
出
荷
販
売
対
策
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
部
会
員

や
行
政
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
含
め
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

５
年
度
の
販
売
実
績
を
報
告
し
た
ほ
か
、
６
年
度
販
売
計

画
や
現
在
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
は

６
年
度
産
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
共
販
面
積
１
１
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
数
量
１
３
９
１
ト
ン
、
実
え
ん
ど
う
の
共
販
面
積

14
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
数
量
１
８
２
ト
ン
の
出
荷
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

同
部
会
の
西
山
昭
二
部
会
長
は
「
資
材
高
騰
が
続
く
が
生

産
物
の
価
格
に
反
映
さ
れ
ず
、
農
家
経
営
は
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
品
質
や
単
価
の
向
上
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
や
経
済
連
と
今
ま
で
以
上
に
連
携
を

と
っ
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
農
産
部
販
売
課
の
藤
課
長
は
「
高
品
質
な
え
ん
ど
う
類

を
高
単
価
で
販
売
で
き
る
よ
う
経
済
連
や
市
場
と
情
報
共
有

を
密
に
行
い
、
１
円
で
も
多
く
生
産
者
へ
返
せ
る
よ
う
尽
力

し
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

え
ん
ど
う
類
出
荷
販
売
対
策
会
議
の
様
子

J

鶏
へ
の
感
謝
と
鎮
魂
を
祈
る

鶏
魂
祭

児
島
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社
が
10
月
29
日
、
南
九
州

市
川
辺
町
の
南
九
州
事
業
場
で
、
令
和
６
年
度
鶏
魂
祭

を
開
き
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
ブ
ロ
イ
ラ
ー
部
会
員
13
人
の
他
、
南

九
州
市
の
生
産
者
や
同
社
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
約
50
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
鶏
の
鎮
魂
を
祈
る
と
と
も
に
感
謝
を
込
め
て
、

鶏
魂
碑
の
前
で
神
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
部
会
は
５
年
度
ブ
ロ
イ
ラ
ー
団
地
共
励
会
の
生
産

実
績
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、
優
良
賞
に
え
い
地
区
の

樋
渡
次
太
さ
ん
（
え
い
地
区
）
と
中
間
豊
さ
ん
（
山
川
地
区
）

が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
２
年
連
続
で
同
部
が
専
門
部
団
体
賞
に
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
部
会
の
西
之
原
健
部
会
長
は
「
神
事
を
通

し
て
、
気
が
引
き
締
ま
る
思
い
。
需
要
の
高
い
鶏
を
こ
れ
か
ら

も
安
定
し
て
生
産
で
き
る
よ
う
、
よ
り
気
持
ち
を
込
め
て
頑
張

り
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

鹿

鶏魂祭に出席した山川ブロイラー部会員の皆さん鶏魂祭に出席した山川ブロイラー部会員の皆さん
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ＪＡの職場活性化実行委員会は１０月２１日から２５日の１週間、

「コミュニケーションウィーク（以下：ＣＷ）」と題して、ＪＡ役職

員向けのイベントを実施しました。２１日はＪＡ開聞中央支所会議

室で、主に指宿市でヨガ教室を開く中川美穂子氏を講師に招き、

参加した職員らはヨガを体験しました。また、２３日には山川勤労者体育館で部署対抗ミニバレーボー

ル大会を開いたほか、２５日は山川文化ホール調理室で指宿市小牧地区の西森佐恵子氏から、地域に

伝わる「小牧そば」のそば打ちを体験しました。

ＣＷは同委員会が企画し、職員間のつながりを深め心身のリフレッシュを目的に開いています。令和

６年度に初めて開催し、６月と１０月の年２回実施しました。ＪＡの中堅職員で構成される委員会は、活

力ある職場づくりのために活動しています。

同委員会の福留委員長は、最

終日のあいさつで「参加した職員

から、「楽しかった」「参加して良

かった」との感想を多くもらった。

今後もコミュニケーションを大事

にしながら、職場をさらに盛り上

げていきたい。」と話しました。

ヨガにそば打ち、職員同士で交流
　　「コミュニケーションウィーク」

ヨガ体験をする職員ら

バレーボールで交流！

そば打ち体験教室に参加するＪＡ職員ら

 
 

皆様、平素からＪＡ事業全般にわたり
ご支援を賜っております。心よりお礼申
し上げます。年を重ねますと１年が早く
て、先人の教えが解る年となりました。
現在、世界の混乱が止まぬ状況が続い
ています。 

さらには地方での高齢化人口減少が
進み、労働力不足状態が悪化しています。
このような状況を踏まえ、次期中期３
カ年計画に対策を盛り込むことを考え
ております。この難局
を地域全体で乗り越
えましょう。
　令和７年がよい年で
ありますように。

 
 

 
 

 

ゴ
ッ
ソ
イ
ま
つ
り
に
Ｊ
Ａ
も

出
店
＆
重
量
当
て
ク
イ
ズ
！

月
17
日
、
南
九
州
市
の
頴
娃
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た

「
ゴ
ッ
ソ
イ
ま
つ
り
」
に
Ｊ
Ａ
が
出
店
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ブ
ー
ス
で
は
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
農
産
課
が
サ
ツ
マ

イ
モ
の
素
揚
げ
を
振
舞
っ
た
ほ
か
、
茶
業
セ
ン
タ
ー
が
お
茶

の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
部
で
は
地
域
で
生
産

さ
れ
た
ピ
ー
マ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
野
菜

販
売
を
行
い
、
女
性
部
が
う
ど
ん
の
販
売
を
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
参
加
者
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
篭
を
持
ち
上

げ
、
ど
の
く
ら
い
の
重
さ
か
予
想
す
る
「
農
産
物
重
量
あ

て
」
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
見
事
正
解
し
た
参
加
者
に
Ｊ
Ａ
産
農

産
物
を
贈
呈
す
る
な
ど
、
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

11サ
ツ
マ
イ
モ
の
重
量
当
て
ゲ
ー
ム
参
加
者（
左
）と
Ｊ
Ａ
青
年
部
員

サ
ツ
マ
イ
モ
の
重
量
当
て
ゲ
ー
ム
参
加
者（
左
）と
Ｊ
Ａ
青
年
部
員

25
年
度
産
果
樹
へ
向
け
て
管
理
学

ぶ・果
樹
部
会
管
内
視
察
研
修
会

Ａ
は
11
月
６
日
、
管
内
の
畑
で
視
察
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
。
部
会
員
や
行
政
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
含
め
約

30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
部
会
員
の
圃
場
３
カ
所
の
視
察
を
実
施
し
、
圃
場
の
除
草

な
ど
管
理
や
収
穫
効
率
の
向
上
が
期
待
で
き
る
低
木
の
管
理
に

つ
い
て
視
察
し
、
部
会
員
は
担
当
者
に
質
問
す
る
な
ど
熱
心
に

学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
果
樹
を
め
ぐ
る
情
勢
と
果
樹
経
営
支
援
対
策
事

業
に
つ
い
て
」
や
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
低
コ
ス
ト
肥
料
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
し
た
生
産
者
は
「
樹
の
作
り
方
が
と
て
も
参
考
に

な
っ
た
。
自
分
の
圃
場
に
活
か
し
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

J担
当
者（
左
）か
ら
果
樹
の
管
理
法
を
教
わ
る
部
会
員
ら

担
当
者（
左
）か
ら
果
樹
の
管
理
法
を
教
わ
る
部
会
員
ら

融資専任担当職員の
紹介コーナー

融資専任担当職員の
紹介コーナー

融資のことなら
お任せください！

融資のことなら
お任せください！

融資専任担当（農業融資）

（農業兼住宅融資）

氏名

連絡先

横山　翔大

080-1758-9150

氏名

連絡先

原田　一樹

080-1758-9135

詳しくはJAいぶすき融資課
TEL:0993-35-3595　までお問い合わせください
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ＪＡの職場活性化実行委員会は１０月２１日から２５日の１週間、

「コミュニケーションウィーク（以下：ＣＷ）」と題して、ＪＡ役職

員向けのイベントを実施しました。２１日はＪＡ開聞中央支所会議

室で、主に指宿市でヨガ教室を開く中川美穂子氏を講師に招き、

参加した職員らはヨガを体験しました。また、２３日には山川勤労者体育館で部署対抗ミニバレーボー

ル大会を開いたほか、２５日は山川文化ホール調理室で指宿市小牧地区の西森佐恵子氏から、地域に

伝わる「小牧そば」のそば打ちを体験しました。

ＣＷは同委員会が企画し、職員間のつながりを深め心身のリフレッシュを目的に開いています。令和

６年度に初めて開催し、６月と１０月の年２回実施しました。ＪＡの中堅職員で構成される委員会は、活

力ある職場づくりのために活動しています。

同委員会の福留委員長は、最

終日のあいさつで「参加した職員

から、「楽しかった」「参加して良

かった」との感想を多くもらった。

今後もコミュニケーションを大事

にしながら、職場をさらに盛り上

げていきたい。」と話しました。

ヨガにそば打ち、職員同士で交流
　　「コミュニケーションウィーク」

ヨガ体験をする職員ら

バレーボールで交流！

そば打ち体験教室に参加するＪＡ職員ら

毎月第三日曜日に月替わりのイベントを開催します！ 

場所：ふれあいプラザ（指宿市十二町 529-1・旧南部支所）

ふれあいプラザとは？ 
日曜日限定で営業するお借入や共済の相談窓口です。
お忙しい平日、ＪＡに来店する時間がとれないお客様の借入・共済のご相談
に対応できるよう、毎週日曜日9:00～ 16:00に営業しています。
ぜひ、お気軽にお越しください！

詳しいお問い合わせはＪＡいぶすき金融共済部・融資課（ＴＥＬ：０９９
３－３５－３５９５）もしくは、共済課（ＴＥＬ：０９９３－２７－９０５５）へ
お電話ください。

会場
240

226

指宿市立
南指宿中学校

セブンイレブン
指宿渡瀬通店

指宿図書館

JR指宿駅

至 

山
川
地
区
↓

↑
至 

鹿
児
島
市

ふれあいプラザ
イベント開催のお知らせ

第３弾
12月 15日日 10:00～12:00

第４弾

内容が決定次第、詳細をJA公式LINEでご紹介します！

・野菜の詰め合わせ  ・季節の野菜の販売
※いずれも数量限定

・生活日用品の販売  ・防災グッズの展示
など予定しております！1月 19日日 10:00～12:00
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山川高校ニュース
の更なる魅力を発信するため、山川高校の生徒さんの活動を紹介いたします！

「第8回佐賀さいこう！企画甲子園・鹿児島県予選会」に参加しました。県内で学ぶ高校
生たち11校20チームが、佐賀と鹿児島を結ぶテーマを探り、調べ、発表しました。佐賀県
で開かれる本戦出場1チームの枠をかけて競い合いました。

プロジェクト「鰹節の削りかすを肥料とした
オクラ栽培」を、発表しました。
最初の発表者になったことに加え、目前に塩田康一県知事が審査員として出
席するなど会場の雰囲気に緊張の中、無事に発表を終えました。県の代表とし
て佐賀に行くことはできませんでしたが、県内の高校生が発表する様子を見れ
たことで、生徒たちが今後の目標を見つけるための刺激の一つになったようで
す。

「アグリビジネス視察研修」を県立農業大学校（日置市）と高槻電器工業アグリ
事業部（南九州市）の２か所で研修を行いました。
県が行う「かごしまの食と農を未来につなぐ農業教育推進事業」のひとつで、
授業の一環として実施しました。スマート農業など先進的な農業経営の現場を知る
ことで、農業の魅力ややりがいを得る機会を作るとともに、農業を学ぶ意欲の向上
を図ることが目的です。
県立農業大学校では、先進的な農場・農機具・施設等の見学、資格取得や大
学校での講義内容について説明を受けました。高槻電器工業アグリ事業部（南九
州市）では、スマート機器を活用した生産性や品質の高いトマトの水耕栽培を見学
しました。
見学した生徒は、生産されたトマトが予想を超えた価格で販売されることを知り、
驚いた様子でした。

山川高校での環境教育授業の一環として「森林
環境教育」を行い、園芸工学・農業経済科１・２年
生が取り組みました。
県森林技術総合センター普及指導部の職員を講
師として招き、森林のはたらきや役割、同センター
が担う仕事などの講義を受けました。その後、指宿
市西方の山林にバスで移動し、山林の手入れ方法と
して実際に伐採する様子を見学しました。
生徒たちは林業の魅力や多くの役割、将来性な
どを知り、興味や関心が高まったようです。

「第8回佐賀さいこう！企画甲子園」鹿児島県予選2024

先進農業を学ぶ！・アグリビジネス視察研修

森林環境教育の授業を行いました！
５m×５ｍを計測・設定する様子

今後の予定

12
月

1
月

2
月

作
業
を
見
学
す
る
生
徒

県立大学校の様子

高槻電器でトマト栽培の様子

←
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
来
賓
種
目
「
玉
入
れ
」

 　3日火～６日金 修学旅行（関東）
 4日水 地域おこし退院との交流（池田湖尾下の棚田）
 5日木 花野果市場，花野果フェ
 6日金 西大山駅おもてなし学習
 7日土 日本農業技術検定
 　7日土～８日日 いぶすき産業まつりへの参加
 12日木 花野果市場，南薩地区専門高校フェスタ（加世田）
 16日月 山川中学校１年生訪問
 17日火 枕崎中学校への出前授業（兼アグリビジネス視察研修）
 18日水 進路ガイダンス
 19日木 アグリビジネス出前授業（講師：頴娃おこそ会）
 23日月 山高マッチ，門松作り
 26日木 スメ体験プログラム (鰻池スメ広場 )

　8日水始業式・あいさつ運動（８～１０日）
 12日日 いぶすき菜の花マラソンのボランティア
  24日金～28日火 卒業考査
 25日土 花野果フェin菜の花マーチ
 30日木 課題研究発表会（本校）

 4日火 推薦入学者選抜
 8日土 ファッションショーinフラワーパーク（生活情報課）
 10日月～14日金 学年末考査
 15日土 てげてげハイスクルへの出店（鹿児島中央駅前広場）

JA MAGAZINE NANOHANA
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山川高校ニュース
の更なる魅力を発信するため、山川高校の生徒さんの活動を紹介いたします！

「第8回佐賀さいこう！企画甲子園・鹿児島県予選会」に参加しました。県内で学ぶ高校
生たち11校20チームが、佐賀と鹿児島を結ぶテーマを探り、調べ、発表しました。佐賀県
で開かれる本戦出場1チームの枠をかけて競い合いました。

プロジェクト「鰹節の削りかすを肥料とした
オクラ栽培」を、発表しました。
最初の発表者になったことに加え、目前に塩田康一県知事が審査員として出
席するなど会場の雰囲気に緊張の中、無事に発表を終えました。県の代表とし
て佐賀に行くことはできませんでしたが、県内の高校生が発表する様子を見れ
たことで、生徒たちが今後の目標を見つけるための刺激の一つになったようで
す。

「アグリビジネス視察研修」を県立農業大学校（日置市）と高槻電器工業アグリ
事業部（南九州市）の２か所で研修を行いました。
県が行う「かごしまの食と農を未来につなぐ農業教育推進事業」のひとつで、
授業の一環として実施しました。スマート農業など先進的な農業経営の現場を知る
ことで、農業の魅力ややりがいを得る機会を作るとともに、農業を学ぶ意欲の向上
を図ることが目的です。
県立農業大学校では、先進的な農場・農機具・施設等の見学、資格取得や大
学校での講義内容について説明を受けました。高槻電器工業アグリ事業部（南九
州市）では、スマート機器を活用した生産性や品質の高いトマトの水耕栽培を見学
しました。
見学した生徒は、生産されたトマトが予想を超えた価格で販売されることを知り、
驚いた様子でした。

山川高校での環境教育授業の一環として「森林
環境教育」を行い、園芸工学・農業経済科１・２年
生が取り組みました。
県森林技術総合センター普及指導部の職員を講
師として招き、森林のはたらきや役割、同センター
が担う仕事などの講義を受けました。その後、指宿
市西方の山林にバスで移動し、山林の手入れ方法と
して実際に伐採する様子を見学しました。
生徒たちは林業の魅力や多くの役割、将来性な
どを知り、興味や関心が高まったようです。

「第8回佐賀さいこう！企画甲子園」鹿児島県予選2024

先進農業を学ぶ！・アグリビジネス視察研修

森林環境教育の授業を行いました！
５m×５ｍを計測・設定する様子

今後の予定

12
月

1
月

2
月

作
業
を
見
学
す
る
生
徒

県立大学校の様子

高槻電器でトマト栽培の様子

←
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
来
賓
種
目
「
玉
入
れ
」

 　3日火～６日金 修学旅行（関東）
 4日水 地域おこし退院との交流（池田湖尾下の棚田）
 5日木 花野果市場，花野果フェ
 6日金 西大山駅おもてなし学習
 7日土 日本農業技術検定
 　7日土～８日日 いぶすき産業まつりへの参加
 12日木 花野果市場，南薩地区専門高校フェスタ（加世田）
 16日月 山川中学校１年生訪問
 17日火 枕崎中学校への出前授業（兼アグリビジネス視察研修）
 18日水 進路ガイダンス
 19日木 アグリビジネス出前授業（講師：頴娃おこそ会）
 23日月 山高マッチ，門松作り
 26日木 スメ体験プログラム (鰻池スメ広場 )

　8日水始業式・あいさつ運動（８～１０日）
 12日日 いぶすき菜の花マラソンのボランティア
  24日金～28日火 卒業考査
 25日土 花野果フェin菜の花マーチ
 30日木 課題研究発表会（本校）

 4日火 推薦入学者選抜
 8日土 ファッションショーinフラワーパーク（生活情報課）
 10日月～14日金 学年末考査
 15日土 てげてげハイスクルへの出店（鹿児島中央駅前広場）

商品内容や御注文等の問い合わせについては、JAいぶすき購買課 (TEL:0993-35-3415）
までお問い合わせください。

JAいぶすき 山川統括：0993-35-3412　中部支所：0993-25-4211　えい中央支所：0993-36-1131

農業経営長期運転資金

JA MAGAZINE NANOHANA
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お問い合わせは

JAいぶすき 本所・管理部：0993-35-3411　　喜 入 支 所：099-345-1211　　
中 部 支 所：0993-25-4211　　山 川 統 括：0993-35-3412
開聞中央支所：0993-32-3131　　えい中央支所：0993-36-1131

令和６年8月1日～
令和６年12月30日まで実施！

期間中、JAいぶすきの組合員に新規加入すると、JAのポイントカード「JADDOカード」の
ポイントが増額！さらに、既に組合員の方でも増資でポイントが貰える！
期間中、JAいぶすきの組合員に新規加入すると、JAのポイントカード「JADDOカード」の
ポイントが増額！さらに、既に組合員の方でも増資でポイントが貰える！

JADDOカードJADDOカード
組合員 または で、組合員 または で、加入加入 増資増資加入加入 増資増資

ポイント付与ポイント付与増額増額キャンペーンキャンペーン

ポイントの還元方法
たまったポイントには、以下の2つのご利用方法がございます

選択利用コースの場合
１．JAの購買店舗で生活資材や肥料・農薬を購入の際に
提示して直接値引き

２．あっど！いぶすきみのり館のKIOSK端末で「ポイン
ト利用券」を発行し、店舗内での買い物に使用

３．JAの支所窓口でポイントを「農協共通商品券」に変
え、JA関連店舗や山形屋、各施設などの提携店舗で
使用

Aコープ利用コースの場合
レジ精算時に300ポイント以上のポイント残高で発券さ
れるAコープ利用券を使い、次回お買い物の際Aコープ
各店舗で使用
（発券はカード発行時に登録した店舗以外では行えませ
ん。１度に発券できる枚数は10枚までとなります。）

組合員資格について
JAではお預かりした出資金を活用し、地域農業と生産者を
支える様々な事業を展開しております。

正組合員
・10アール以上の畑で農産物を生産している方、もしくは
年間90日以上農業に従事されている方、または農業を
営む法人で農地またはお住まいがJAいぶすき管内にあ
る方。
（但し、法人の場合は一定の条件を満たす必要があります。）

准組合員
・JAいぶすき管内にお住まいで、当JAの各事業を継続
してご利用いただける方
（地区外にお住まいの方でも、一定条件を満たすことでご加入い
ただけます。）

※譲渡による組合員加入・増資と出資予約貯金からの振
替は対象外となります。
※キャンペーン期間中のポイント付与は５０,０００Ｐが
上限となります。

※脱退後の再加入については、キャンペーン対象外とな
る場合があります。

キャンペーン加算基準

増資の場合　  0P／1,000円　➡ 50P／1,000円
加入の場合　10P／1,000円　➡ 50P／1,000円

例えば、
出資金額20万円の組合員加入または増資で…

キャンペーン中
10,000Pに！増資時

0P

が、なんと！

加入時
2,000P

JA MAGAZINE NANOHANA
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【お問い合わせ先】JAいぶすき 西部ブロック本部購買課 TEL(0993)23-1228

鹿児島厚生連病院 健康管理センター

JA MAGAZINE NANOHANA
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金融共済店舗

店舗名
営　業　日

12月27日金 12月28日土 12月29日日 12月30日月 12月31日火 1月1日㊗ 1月2日木 1月3日金 1月4日土 1月5日日 1月6日月

本所
山川統括
各支所

信用 8:30～
15:00 ー 8:30～

15:00 ー 8:30～
15:00

共済 8:30～
16:00 ー 8:30～

16:00 ー 8:30～
16:00

自動化機器（ATM）

地区 ブースコーナー名
営　業　日

12月27日金 12月28日土 12月29日日 12月30日月 12月31日火 1月1日㊗ 1月2日木 1月3日金 1月4日土 1月5日日 1月6日月

喜入 喜入支所

8:30～19:00

指宿

中部支所

南部店

指宿市役所 8:45～
16:00 ー 8:45～

16:00
山川 本所

8:30～19:00
開聞 Ａコープかいもん店

えい
えい中央支所

Ａコープ青戸店

購買店舗・あっど！いぶすきみのり館

地区 店舗名 12月30日月 12月31日火 1月1日㊗ 1月2日木 1月3日金 1月4日土 1月5日日 1月6日月

喜入 喜入購買店舗 8:30～17:00 ー 8:30～17:00

指宿 あっど！
いぶすきみのり館 8:00～18:00 ー 8:00～17:30

山川 小川購買店舗
8:30～17:00 ー 8:30～17:00

開聞 開聞購買店舗

えい
えい購買店舗

8:30～17:00 ー 8:30～17:30
青戸購買店舗

※移動購買店舗については、27日（金）以降お休みいたします。営業再開日は1月6日（月）です。

農機センター

店舗名 12月30日月 12月31日火 1月1日㊗ 1月2日木 1月3日金 1月4日土 1月5日日 1月6日月

いぶすき農機

8:30～17:00 ー 8:30～17:00山川農機

えい農機

給油所

地区 店舗名 12月30日月 12月31日火 1月1日㊗ 1月2日木 1月3日金 1月4日土 1月5日日 1月6日月

山川 山川SS 7：30〜18：30 配達のみ受付
15：00まで ー 配達のみ受付

15：00まで ー 7：30〜18：30

開聞 開聞SS 7：00〜19：00 8：00〜17：00 ー 8：00〜19：00 7：30〜19：00

えい
西えいSS 7：00〜19：00 8：00〜17：00 ー 8：00〜19：00 7：30〜19：00

青戸SS 7：30〜17：30 7：30〜17：00 ー 7：30〜17：30 ー 7：30〜17：30

年末年始の営業時間について年末年始の営業時間について

JA MAGAZINE NANOHANA
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IBUSUKI TOPIC

理
事
会
だ
よ
り

スマホから応募もできます！
QRコードをスキャンしてご参加ください！

（　　　　　  　　　）

指宿市山川成川3830

6150198

郵  便  は  が  き

いぶすき農業協同組合
管理部　総合対策課  行

   

〒

電話番号 －　　　　－

85円切手を貼って
郵送するか、切手
を貼らずにＪＡの各
支 所 窓 口 へ
ご持参ください。

住

　所

氏
名

ペンネーム

（　 　　歳）

●プレゼントクイズの答え

正解は、

●おたよりコーナー
今月号で印象に残った内容など、広報誌へのご感想をお聞かせくだ
さい。また、JA事業へのご意見などございましたらお書きください。

おたよりだけでもぜひお送りください。お待ちしております。

山

折

り

線

✂ 切 り 取 り 線

●
協
議
内
容

・
第
11
次
中
期
３
か
年
計
画
総
括
に
つ
い
て

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
災
害
対
応
）
の
策
定
に
つ
い
て

・
与
信
取
引
に
関
す
る
利
用
者
へ
の
説
明
態
勢
に
か

か
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

他

●
報
告
事
項

○
令
和
６
年
度
８
月
末
自
己
資
本
比
率
算
定
結
果
に

つ
い
て

○
鹿
児
島
市
農
業
委
員
会
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て

○
鹿
児
島
市
農
業
振
興
協
議
会
委
員
へ
の
就
任
に
つ

い
て

○
令
和
７
年
カ
レ
ン
ダ
ー
に
お
け
る
配
布
対
象
者
の

変
更
に
つ
い
て

他

令
和
６
年
10
月
29
日
、第
９
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

  

感
動
の
人
柄
葬
を
真
心
こ
め
て

　
　
　

  

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

お
問
い
合
せ
は・・・

ル
ミ
エ
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ル
喜
入
斎
場（
0
9
9
）3
4
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7
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3
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3
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2
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4
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ル
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聞
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0
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3
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4
2
2
2

も
し
も
の
時
は
…

ま
ず
Ｊ
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エ
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ル
い
ぶ
す
き
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。年

中
無
休・24
時
間
受
付

お
く
や
み（
敬
称
略
）

（
令
和
6
年
10
月
1
日
～
10
月
31
日
）

西
　
ヒ
ロ
子

今
林
　
正
輝

前
村
　
初
代

川
迫
　
百
合
子

小

野
　

茂

中
島
　
律
子

西
村
　
キ
ヨ
子

橋
口
　
篤
子

坂
元
　
冨
男

濵
上
　
廣
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次
實
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）））））））））））
88　73845995819594899188
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喜
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］
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］
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山
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］
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開
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］

（
承
諾
を
い
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い
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の
み
掲
載
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て
お
り
ま
す
。）　



IBUSUKI TOPIC

　持久走大会の練習でしょうか、近くの小学校で
校外を走る小学生の列を見かけました。私は長距
離走は特に苦手でしたが、行事を見かけるといろ
んな思い出が浮かぶものですね。
　苦手なことを思い出すと、いつも「来年こそは
挑戦したい」と考えますが、毎年同じことを考え
ていることに気が付くこの頃です。

正解を裏面の解答欄に書き込み、住所・氏名・年齢・ペンネーム・電話番号を宛
名面へ記入してください。裏面については切り取り後、二つ折りの上、郵便はが
きとしてご利用いただけます。郵送の場合は解答を記入して85円切手※を貼っ
て応募、または切手を貼らずにJAの各支店へご持参ください。

下記クイズに正答された方から抽選で毎月５名様にJAの農畜産物やおトクな商品をプレゼント！
※内容は出荷状況によって変更する場合が御座います。

※クイズの応募やおたよりの投稿に際しＪＡいぶすきが取得した個人情報は、プレゼントの抽選・発送、今後の本広報誌の編集
や企画の参考以外の目的には一切使用しません。また、承諾なく第三者に提供しません。
※おたよりコーナーに記入いただいた内容は、氏名またはペンネームを含め、本広報誌に掲載する場合がありますのでご了承く
ださい。
※当選は商品の発送等をもって代えさせていただきます。商品は翌月以降の発送となりますので、あらかじめご了承ください。
※応募対象は、ＪＡいぶすき管内（鹿児島市喜入地区、指宿市、南九州市頴娃町）にお住まいの方または、ＪＡいぶすきの組合員
資格をお持ちの方のみとさせていただきます。

令和7年1月10日（金）申込締切：

LINE
★お得なＪＡＤＤＯカードがLINE連携でもっと便利に！いつでも貯めたポイントを確認できたり、
お得なお知らせを受け取ることが出来ます。まずは友だち登録からどうぞ！

11月号のＪＡいぶすきクイズ　答え

ＪＡいぶすき産 豆類
（ソラマメ・スナップエンドウ・実エンドウ）詰め合わせ

JAいぶすきから
のプレゼントを貰おう！を貰おう！

いぶすきから冬の贈り物！いぶすきから冬の贈り物！今月は

Ｑ．○○マメは世界最古の農産物の一つといわれ、古代ギリシャや古代ロー

マでも主食として親しまれていたそうです。現在ではＪＡいぶすき管内の○

○マメ生産量は日本一を誇り、冬の味覚の一つになっています。

○○に入る言葉は？

ヒント：「そら」に向かってのびることから、名前の由来になったそうです。塩ゆでも絶品！

たくさんのご応募、ありがとうございました！

2025年の干支は巳年です。全国各地で蛇は水神や農耕神として祀られ
ており、ＪＡとしても関わりの深い干支の一つだと思います。今回の表
紙はオクラスターと蛇さんが書初めをするイラストです。この蛇さん
は「蛇がのたくったような字」ではなく、とても達筆ですね。2025年も
よろしくお願い申し上げます。

表紙の写真

い
ぶ
す
き
短
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会

一
．
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．
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．

四
．

五
．
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．
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．

十
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．
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高
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子
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永

　多
美
子

片
野
田

　道
子

片
平

　桜
子

川
口

　節
子

砂
福
櫓

　雅

竹
下

　玲
子

西
牟
田

　多
美
子

萩
原

　和
代

咽
喉
か
ら
錆
で
る
こ
と
も
な
く
光
る

混
声
オ
ペ
ラ
錦
秋
へ
さ
そ
う

カ
ナ
ブ
ン
の
幼
虫
に
根
を
食
わ
れ
し
か

カ
ポ
ッ
ク
の
幹
の
弱
り
恨
め
し

入
院
中
の
朝
日
歌
壇
の
切
り
抜
き
を

退
院
後
夫
が
さ
り
げ
な
く
出
す

か
が
り
火
に
舞
い
の
譜
ひ
び
く
夜
神
楽
の

社
に
闌
け
て

　し
ん
し
ん
と
秋

骨
折
の
不
自
由
な
身
を
朝
な
夕
な

介
護
受
け
つ
つ
体
調
す
す
む

絵
は
が
き
の
よ
う
な
棚
田
を
護
り
い
る

稲
刈
り
終
え
て
笑
み
し
田
の
神

に
ぎ
り
い
る
両
手
の
孫
の
宮
参
り

何
を
つ
か
ま
む
未
来
宿
り
て

と
ん
が
っ
た
夜
の
冷
気
が
隠
し
味

湯
気
立
つ
鍋
の
湯
豆
腐
美
味
い

三
日
月
の
形
を
な
し
て
猫
リ
コ
の

爪
の
延
び
し
が
宵
空
に
浮
く

神
楽
舞
う
枚
聞
の
宮
奉
納
に

神
代
を
つ
な
ぐ
月
あ
か
り
の
下

人
だ
か
り
の
田
中
一
村
展
の
美
術
館

奄
美
を
え
が
く
命
あ
ざ
や
か

令和六年十月詠草

こ

の
ん
ど

た

た
く
さ
ん
の
お
た
よ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

広
報
誌
10
月
号
の
お
た
よ
り
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
♪

（
頂
い
た
お
た
よ
り
か
ら
一
部
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

■
指
宿
地
区
　
薩
摩
お
ご
じ
ょ
よ
り
　
さ
ん

　
表
紙
の
さ
つ
ま
い
も
を
収
穫
し
た
児
童
の
写
真
が
、
と
て

も
嬉
し
そ
う
で
、
し
か
も
収
穫
し
た
お
芋
が
と
て
も
美
味
し

そ
う
で
す
ね
☺

秋
を
感
じ
る
事
で
し
た
��

★
当
日
は
暑
い
中
で
の
芋
堀
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
素
敵
な
笑
顔

と
晴
天
に
映
え
る
開
聞
岳
と
で
児
童
皆
さ
ん
が
楽
し
く
芋
堀
り

を
体
験
で
き
た
様
子
を
、
少
し
で
も
お
伝
え
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

■
山
川
地
区
　
匿
名
希
望
　
さ
ん

　
共
済
の
担
当
者
を
ご
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
が
い
い
と
思
い
ま

し
た
。

★
初
め
て
行
く
支
所
や
事
業
所
は
、
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
不

安
に
感
じ
る
こ
と
も
多
い
で
す
よ
ね
。
そ
ん
な
中
で
も
、
知
っ

て
い
る
・
見
た
こ
と
が
あ
る
顔
が
あ
る
と
不
安
が
和
ら
ぐ
き
っ

か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
共
済
や
農
産
に
関
す
る
分
か
ら
な

い
こ
と
や
知
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

■
指
宿
地
区
　
湯
の
里
の
人
　
さ
ん

　
山
川
高
校
で
学
ば
れ
た
高
校
3
年
生
の
進
路
が
決
ま
っ
て

行
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
食
を
支
え

る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
各
分
野
で
活
躍
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
毎
月
「
山
川
高
校
ニ
ュ
ー
ス
」
を
掲
載
し
て
い
て
、
い
つ
も
ど

ん
な
ニ
ュ
ー
ス
を
お
知
ら
せ
で
き
る
か
私
自
身
も
と
て
も
楽
し

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
々
、
専
門
分
野
を
は
じ
め
、
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
姿
は
尊
い
も
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
に
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
ね
！

■
山
川
地
区
　
と
み
ち
ゃ
ん
　
さ
ん

　
９
月
４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
令
和
６
年
度
畜
産
共
進
会

で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
谷
村
虎
熊
さ
ん
出
品
「
せ
つ
こ

51
」
号
、
人
用
の
シ
ャ
ン
プ
ー
で
丁
寧
に
洗
い
上
げ
た
後
、

タ
オ
ル
で
し
っ
か
り
吹
上
Ｊ
Ａ
指
導
員
が
蹄
を
磨
ぎ
、
毛
並

み
を
美
し
く
整
え
た
と
の
こ
と
、
太
陽
の
光
を
浴
び
て
佇
む

姿
に
と
光
輝
く
毛
ヅ
ヤ
の
あ
ま
り
も
の
美
し
さ
に
感
動
と
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
指
宿
の
畜
産
の
発
展
の
た

め
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！！

★
県
の
共
進
会
で
は
審
査
会
場
に
入
る
直
前
ま
で
、
谷
村
さ
ん

や
畜
産
指
導
員
が
お
手
入
れ
の
調
整
を
念
入
り
に
し
て
い
ま

し
た
。
ぴ
か
ぴ
か
に
な
っ
た
姿
は
美
し
さ
を
感
じ
ま
す
よ
ね
。
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2025年は己年！
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オ
ク
ラ
ス
タ
ー
を

よ
ろ
し
く
!

HPは
こちら
から!

公式LINE
はこちら
から!
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